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■使⽤する機

■■IC タグ
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は約 5m です

制する場合は

からトラック
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■■コンピューター・タブレット 

■■■制御端末（PC） 

受信機と LAN ケーブルで接続し受信機から IC タグの通過情報を取得・管理します。 

受信機の管理（受信機との接続・切断など）、競技会情報の管理（競技会名の設定・レースの追加など）、

レース情報の管理（レースの開始終了・⽋測時の対応※・周回記録⽤紙の印刷・ログの表⽰など）、レー

ス情報の配信などを実施します。 

トラック内側のフィニッシュライン付近に配置します。 

※欠測時の対応：IC タグが受信機に反応しなかった場合は手動で追加することが出来ます。 

 

■■■情報参照端末（PC・タブレットなど） 

PC やタブレットなどの WEB ブラウザーを使⽤して、制御端末から配信されるレース情報を参照します。 

周回記録員や写真判定室、アナウンスなど周回情報を参照する任意の場所に配置します。 

参照するレースはカウント中のレースに限らず、任意にレース⼀覧から選択出来ます。 

 

端末 配置 役割 

制御端末 フィニッシュライン付近 受信機の管理（接続・切断など） 

競技会情報の管理（競技会名設定・レース追加など） 

レース情報の管理 

（開始終了・欠測時の対応・周回記録用紙印刷・ログ参照） 

レース情報の配信 

情報参照端末 周回記録員 

写真判定室 

アナウンス 

その他参照する場所 

周回記録情報・残り周回の参照 

 


